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二三の藥劑による「バンクロフト」仔虫

昼間末梢血内誘出

(予報)

長崎大学敵土病研究所臨床部（指導：兼任所員　北村精一教授）
・

片峰大助・田村祐治・森口義春

「バンクロフり仔虫にはその特異なる生

物拳的性質として夜間のみ未桁血中に硯はれ

る定期出現性があるが、その原因が奈濠にあ

るか未だ謎につ一1ま′れた興味ある問題である（

叉こ・の定期出現性が一般臨床家にとって「フ

ィラりア」症の診断特に無症典感染者の桧坦

を困錐ならしめて居ることは否定出奔ない。

徒釆も診漸の目的を以て便宜上望閲仔虫を検

出せんとする試みが行はれて来た。特にアン

チモン劑例へぼアンチモナール（明石）、ス

チブナール（北保）、アンチそンコロイド・A

M・C・（福田）等の薬剤の注射により或る

程度の成功が鱒められてゐるが検出率は必ず

し．も100％ではなく、叉注射と云ふ比較的繁

雑な操作、検査に要する時間等から日常葦用

化されてゐない枝であ卑0之等薬剤による仔

虫の笠間末梢血内出現が夜間のそれと同一機

序に伐るものか否か疑璃であるが仔虫の定期

的硯性を考へる上に興味ある現象と云はなけ

ればならなんへ。

我々は「バンクロフり仔塊の＿定胡出現∫性

に閲する研究の一部として諸種薬劑が仔虫の

未栴血内出現に及ぼす影響を観察してゐるが

その中特に興味があり診断上にも慣伯あると

恩はれる2、3の薬劑（スパトニン、ゾル▲ス

チボサン、・コンムェン）＼を用ひた成績を取敢

↑ず橡報の形にて報告す0

寛験の方法は先づ後備検査として仔塊陽性

患者に就き24時間に亘り1・一2時間毎に連績

耳果採血、ギムザ染色にて血液60mm3中の

仔虫を算定し仔虫陰性又は僅少数陽性の空間

時即ち正午（12時）を期して本槍査を行った0

本検査としては「スパトニン」0・1g内服、一

ゾルスチポサン3・Occ筋注、イコンムエン」

1．Occ皮下注を行ひ、夫々について直前、2

分年、5分、10分、15分、30分、1時臥2時
間、3時間、4－5時間卜及び24時間目に挽血

同株仔良を算定した。佃本成績は昭和26年12

月－27年1月に行った成績である0

1）★′くトニン＿：夜間仔虫陽性患者12名に

「ズパトニン」0・lg．を内服せしめることによ

り金銅、仔虫少数のものも例外なく董問仔虫

検出が可能であったこ「スパトニン」服用後

直ちに仔車肋出現が超り2分年、5分と急激

にその数を増して5分で最高値を示しその後

は潮時減少して大部分4－5時間の後迄に殆

んど消失する。佃出現する仔虫数もそく中に

は夜間の仔虫数に匹敵し或は之を凌駕するも

のさへもある。夜間仔虫陰性の2名は本港に．

依るも仔蓮華見出来なかった。（第1表、第

1囲）

2）「ゾルスチポサン」：2例中1例は殆ん．

ど不欒であったが他の1例か0分目に最高7

隻の出現を見たがこ誘出法としての慣値はあ

まわなぃ。

5）「コンムニン」：夜間156隻を証明する

一例は「コンムニこ：／」の皮注により直前の3

より「スパトニン」と同様の曲線を以て急激

に出現5分後最高値′55隻を示し、3時間後

：告値た復した。唯1例で目下症例追加中であ

るが「スパトニン」同様著明な誘出作用が認

められるがその誘出機序が「スパl、ニン」と
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同一のものか香か目下全く不明である。

我々の行った「スパトよン」0・1g内服に伐

る仔虫童闇米杓血内誘出法は操作が簡便でそ

の検出率は100％と云ってよくしかも5分と

云ふ短時間内に多数の仔虫を誘致出来る鮎従

来にその比を見ない優秀な著聞検印法として

推奨田釆ると信じてゐる0

在来仔虫の董問誘出方法として好んで仔虫

に封し殺虫的効用のある薬剤が用ひられ又誘
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出現象はその薬剤の仔単に封する効果の証左

とされて釆た様である0前述の「コンムニン」

に俵ムり仔虫が着問末梢血内に誘致されると云

ふ現象は如何に解諾すべきか甚だ興味ある間

題であり今後「バンクロフり仔卑の定期出

現性究明の上に貴重なー示唆となるものと信

じ鋭意研究中である。

詳細は相壬欠いで畿表の後先である。＼＼

櫛筆一通り熱心な御指導在賜り御校閲の労なとられた北村教授に深謝す。
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